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中国における日本酒市場の現状と提案 

 

株式会社 和醸 

代表取締役 山本敬 

 

１，現状 

（１）市場状況 

・日本酒の国別輸出から見る中国市場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊出展：財務省貿易統計 

  

  

中国への輸出は、日本からの輸出全体の 3.2%である。しかし香港は 14.1%もあり、同じ中華圏

でも大きく異なる。香港は輸入税が低いため価格が低く抑えられていることや、香港人の日本

料理好きが原因であるが、それにしても中国（大陸）全体への輸出量が香港の 1/4程度というの

は低過ぎかと思われる。きちんとした情報発信、プロモーションを行えば伸びる可能性は十分

にある。実際、中国への輸出は全体からみればまだまだ低いが、消費量は少しずつ伸びつつあ

る。1999年： 99kl → 2009年：485kl（490%増) 
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・中国の酒類市場（2007 年データ） 

 

市場規模：2931億元（4.4兆円／2007年レート） 

 

ほとんどがビールと白酒で、黄酒（紹興

酒）はわずか 2%。清酒は 1%にも満たな

いが、ワインは 5%にも達する。 

近年ワインの人気が高く、スーパーの酒

類売場の約 1/3 はワインで占められてい

る。中国産ワインが多いが、フランス産

が一番人気。 

清酒はまだマイナーな酒と言える。 

     出展：中国糖酒年鑑 2009年 

 

・日本料理店と日本人人口（2012 年） 

都市 日本料理店 軒数 滞在邦人数（推定） 

北京 約 1100店 約 3万人 

上海 約 1900店 約 10万人 

・レストラン検索サイト登録件数 

料理カテゴリー 北京 上海 

中華料理 42,603 39,867 

西洋料理（イタリアン、フレンチ、

アメリカン含む） 

 

1,958 

 

2,128 

日本料理 1,095 1,867 

韓国料理 1,119 705 

東南アジア料理 218 267 

  ＊出展：レストラン検索サイト「大衆点評」 2012年 6月調べ 

 

日本料理店は上海、北京、広州などを中心に増加傾向で、外国の料理としては人気が高い。

特に上海では多く見受けられる。中国では、日本料理店で飲む酒＝日本酒、という思い込み

があるため、日本酒販売において日本料理店の軒数は非常に重要である。焼酎は主に日本人

が飲んでおり、中国人はほとんど飲まない。理由は主に味で、白酒に水を入れたように（つ

まり水増しした酒のように）感じるようである。 
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・メディアからの関心 

今年に入って、メディア（主に雑誌社）から日本酒に関して取材させて欲しいという要求が

数多く寄せられている。中国人が日本酒に興味を持ち始めている。（末尾に資料添付） 

 

（２）現状での問題点 

■正しい日本酒知識があまり広まっていない 

・日本酒を飲んだことがない人がたくさんいる。 

・日本酒＝熱燗するもの、と思い込んでいる人が多い。大吟醸でも熱燗で飲む人が多い。 

・日本酒と焼酎の区別を知らない。 

・特定名称酒を知らない。 

・日本酒は二日酔いする酒だというイメージが伝わっている（普通酒のがぶ飲み）。 

・ラベルに書いてある最も大きな字が商品名だと思っている。したがって、「大吟醸」「純米」

と「白雪」や「山田錦」の区別がない人が多い。 

・日本酒に関して、若干間違った内容がインターネットの中国語ページに掲載されている。

（日本酒ページに焼酎の写真、「超純米酒」の表記、マニアックな日本酒「紅酒」が紹介

されていて写真はワイン、菊正宗は木の香りのする酒、など誤り多数。） 

・以上のような問題を解決するための情報伝達役＝酒マスター制度が国家資格として存在し

ない。民間団体による認定では格式に欠け、費用面でも問題があり、資格を取ろうという

モチベーションにつながらない。 

  

■日本酒に触れる機会が少ない 

・価格が高いので純米や吟醸酒を飲んだことがない（常に普通酒。味による感動がない）。 

・一般に日本酒は日本料理店で飲まれている。中華料理店には置いていないので触れる機会

が少ない。（高級中華料理店にワインは数多く置いてある） 

・消費者からの要求が少ないので、日本料理店でも日本酒に興味がある店舗が少ない。 

・アメリカの Joy of Sake のような、一般人が参加でき、かつ定期的な B to C日本酒イベン

トがない 

・日本酒のイベントのほとんどが、B to Bの試飲会（展示会）、または、日本人向けの試飲

会であり、一般中国人をターゲットにした日本酒イベントが存在しない。 

・中国人の飲酒習慣は、常にイッキ飲みであり、味わって飲んだり味を比較したりする機会

がほとんどない（正しい飲み方が伝わっていない）。 
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■その他の問題 

・関税の問題 

 関税 40%＋消費税約 10%＋増値税 17%＝約 82%！ 

 ワインの関税は 17%と低いにも関わらず、日本酒は 40%と非常に高いことが、現地での

販売を阻害している。また、日本政府からの関税引き下げ要求はないとのこと。 

そもそも「清酒」というHSコード（関税カテゴリー）が存在しないことも問題。 

＊中国における酒類輸入税 (2012年） 

カテゴリ 関税 消費税* 増値税* 

清酒 40.0% 10.0% 17.0% 

焼酎 10.0% 20.0% 17.0% 

ワイン 14.0% 10.0% 17.0% 

*各税金の説明 

(a)消費税：日本の消費税とは異なる。いわゆるぜいたく税。特定の品目にかけられる税金。 

計算方法は、（課税金額＋関税）/（１−消費税率）＊消費税率。 

(b)増値税：日本の消費税に類似した税金。計算方法は（課税金額＋関税＋消費税）＊増値税率。

輸入時の増値税は一度還付されるが、販売ごとに（粗利＊増置税率）の増値税がかかる。 

 

・焼酎の問題 

中国人にはほとんど受入れられていない。味の問題とコストの問題。 

特に味の問題は深刻で、何かしらの飲み方提案をしなければ普及は難しい。 

 

・原発事故の影響 

現時点で、福島、栃木、群馬、茨城、千葉、宮城、新潟、長野、埼玉、東京の 10 都県

の食品（酒類含む）は中国へ輸出できない。
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２，提案までの経緯 

どうやったら中国で日本酒（焼酎）ファンを増やせるか？ 

 

 

・企業が行うことと公的機関が行うことがある。 

・公的機関が行う効果的なアクションは、BtoCイベント、酒マスター制度創立であると考える。 
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■日本酒を知らない→美味しそう、興味が湧く への移行 

１）日本料理店への支援 

２）メディアを使った情報発信----実施中（添付資料参照） 

３）ブランディング戦略----実施中（添付資料参照。「杜氏蔵」ブランド） 

■美味しそう→好きになる への移行 

４）BtoC日本酒イベント 

５）正しいサービスと飲み方（教育）---酒マスター制度創立により解決可能 

６）日本酒の正しい保管（教育）----酒マスター制度創立により解決可能 

■好きになる→ファンになる への移行 

７）BtoC日本酒イベント 

８）蔵元ツアー --- 和醸でも 2012年 3月に実施済み。今後も計画中。 

９）酒のプロによる提案 ----酒マスター制度創立により解決可能 

■ファンになる→プロになる への移行 

１０）国家資格としての酒マスター制度 
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３，具体的提案 

（１）BtoC 日本酒イベントの実施 

■現状 

中国では B to Cイベントがほとんどなく、消費者が高級日本酒に触れる機会が少ない。 

B to Cイベントは費用が高く、企業 1社では対応できない 

■解決策 

日本国として国酒を紹介する B to Cイベントを展開する。 

「清酒の日」を決めてイベントを定例化する。 

■具体的方策 

・場所：北京、上海市内の比較的にぎやかな場所 

・目的：一般の中国人に日本酒、焼酎に触れてもらい、好きになってもらう 

    メディアを通して日本酒、焼酎の情報を伝えるきっかけにする 

・集客：1000人程度からスタート（毎年開催ごとに増やす） 

・内容（案）： 

- 中国での「清酒の日」を決め、毎年その日に日本酒イベントを行う 

例えば 7月 9日（「7・9」の発音が「清酒」と似ている）にする。 

なお、10月 1日は中国の建国記念日で国家イベントが催されるので避けた方が良い。  

- 必ず定期的にイベントを行う 

1 回限り、不定期では効果は薄い。毎年同じ時期に「日本酒の季節がきた」と思わせ

ることが重要。リピーターが予定を立てやすいし、他の友人を誘う際にも便利。 

- コンテスト形式にする（理由は下記） 

  →日本酒の味を比べることを体験 

  →イッキ飲みではない飲み方を体験 

  →「遊び」の要素を取り入れることで敷居を下げる 

  →受賞酒はその後販売しやすくなるので、蔵元のモチベーションが上がる 

  →話題として面白いので、メディアを呼びやすい 

- 中国人の白酒利き酒師、ワインソムリエ等を呼んで審査に参加 

日本人だけで決めると反発がある可能性。中国人の好きな味を審査するには中国人の

参加が必須。欧米人も検討。 

- 寿司、刺身ほか日本の食品も併せて提供する 

あくまで日本酒、焼酎が主役だが、客寄せの意味で寿司、まぐろ解体は必須。日本食

品のアピールの場として利用可能。にぎやかしとして歌、踊りなどもあればなお良い。 

- 有料イベントにする 

無料は危険だが、高いと敷居が高くなるので、1000円程度の安い価格に設定。 
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（２）国家資格としての「酒マスター（仮）」資格の創設と展開 

■現状 

各国のレストランの給仕人が「酒ソムリエ」を自称し営業している現状があるが、その内

容にレベルの差があり公平ではない。 

結果、酒・日本食の情報が現地流通業者、給仕人に都合の良い情報に偏りがちである。日

本酒造組合中央会などの生産者団体による取り組みは、各社の利益が絡むため話がまとま

りにくく、あまり現実的ではない。 

■解決策 

「正しい」日本酒文化の海外普及を目指す資格が必要である。 

しかも民間団体による認証ではなく、もっと権威のある日本政府が国内および海外で日本

酒専門の給仕人（専門家）を認証し、各国での日本酒の消費を拡大させるキーパーソンを

育てる仕組みを創設するべきである。 

■具体的提案 

フランスの国家資格ソムリエに習い「日本政府が運営する国家資格」であることを第一条

件とし、資格商法的な要素を加えず「正統で権威のある資格」とする。 

・大臣名での認定証などを発行 

・日本国の機関が総括運営を行い、各国の支部が現地運営を行う 

・試験は各国語版を制作し実施 

・各国の運営機関がホームページにて取得者リストを公表し、消費者、関係者が閲覧

できるようにする。 

・3〜5年ごとに資格更新試験を行い、新鮮な情報が消費者に伝達されるような仕組み

にする。 

・資格を 3段階程度に区分けし、取得者のレベルに応じて認証（下記は例） 

【A（最上位資格）】 

B の資格を 3 年以上有し、5 年以上の継続現場経験をもつ者が受験可能。酒類総

合研究所のような公の組織が独自の課題を課し認定する。 

【B（中位資格）】 

C の資格を持つ者が来日し、蔵元で造りの現場に数日間滞在し、酒造りを体験す

ることで認証。さらに、飲食店の現場で 1年〜2年以上の勤務経験も要求。 

【Ｃ（エントリー資格）】 

ペーパーテスト、官能テストにより認証される資格。 
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（３）その他の問題 

・関税対策 

日本国として各国に対し（特に中国や韓国など）関税引き下げを要求する必要がある。その際

に、まずは日本酒、焼酎の HSコードを国際的に規定させる必要がある。 

 

・原発事故に対処 --- 安全マーク 

現在、福島、宮城など 10都県の食品は原発事故の問題により中国へ輸出できない状態になって

いる。今後輸出が再開した際に備えて、風評被害を避けるため、公的機関が認定した「安全マ

ーク」などの表示（シール貼付）があった方が良いと思われる。この問題は日本酒に限らず食

品全体の問題であるので、農林水産省を中心に検討され、酒類にも適応される形が自然である

と思われる。 

 

 

＜資料＞中国メディアが日本酒を取り上げている実例 

 

週刊誌「週末画報」（2012年 5月 19日号、北京版） 

「小鼓」西山社長の取材を手配。精米歩合について記述していただいた。 
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週刊誌「週末画報」（2012年 5月 5日号、北京版） 

山本が連載して日本酒のコラムを書いている。 
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週刊誌「精品購物指南」（2012年 5月 17日） 

日本酒利き酒師の紹介 

 



第 2 回 ENJOY JAPANESE KOKUSHU 推進協議会 

株式会社 和醸 提出資料 

  12/13 

 

セレクト日本酒コーナー「杜氏蔵」の展開例。展示は空瓶で、商品は別途冷蔵庫に保管されて

いる。北京市内「新光天地」地下、BHG スーパー内。 

 

自社経営の地酒ダイニング「sakeMANZO」にて日本酒コンテスト実施（北京。2011年 8月） 

（独自に実施している日本酒 B to Cイベント） 
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＜参考資料＞ 

◆山本敬 役職／経歴 

 

株式会社 和醸 代表取締役 

北京以琳創業商貿有限公司 酒類販売部 最高責任者 

地酒ダイニング sakeMANZO（北京） 経営者 

ジェトロ北京事務所 農林水産・食品分野コーディネーター 

SSI 認定 利き酒師 

 

1996  筑波大学工学システム学類卒 

1998〜2000 盛田株式会社（ねのひ）日本勤務。製造、営業を経験。 

2000〜2004 同社 北京代表部勤務 

  北京にて日本酒の販売、天津港での通関・検疫業務、飲食店管理を行う 

2005 独立。北京にて焼酎ダイニングバーMANZO をオープン（焼酎関連会社資

本による） 

2007  北京にて地酒ダイニング sakeMANZO をオープン 

  福岡にて株式会社 和醸を設立。主に中国向けの酒類輸出を開始。 

2008  北京以琳創業商貿有限公司にて酒類販売部を設立。 

  北京での酒類販売、納品業務を開始。 

2009  日本酒造組合中央会との共同イベント「SakeFes!」を sakeMANZO にて

開催。一般消費者向けの日本酒パーティ 

2010  日本酒ブランディング計画「杜氏蔵」を開始。北京市内高級スーパーBHG

新光天地店に、セレクト日本酒コーナー「杜氏蔵」を設置。 

2011  地酒ダイニング sakeMANZOを移転、2店舗を 1店舗に統合。 

  オープニングイベントとして一般消費者向け「利き酒コンテスト」を実施 

2012  上海「元気な日本」展示会にて、上海総領事館と協力して日本酒きき酒会

を手配。中文の日本酒パンフレット制作、中国人向けに日本酒知識の講演。 

  JALUX 上海経由で上海での酒類販売を開始。 

  中国人向け蔵元ツアー実施（3月） 

  中国での有名週刊誌「週末画報」にて日本酒コラムの連載を開始 

 

＊上記のほか、日本国内での講演会、中国国内での日本酒・焼酎イベント、レストラン向け日

本酒トレーニング等随時実行中 

以上 


	03 和醸提出資料(表紙).pdf
	03-1 rev中国における日本酒市場の現状と提案_訂正

